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　清水　椋晟　
今、お米のねだんが高いです。ぼくの家ではお米を作っているので、そのことを感じたことはありません。でも、お米を作っているお父さんの苦労を見ていると、ねだんが高くなっても不思議ではないと思います。
お米ができるまでにはたくさんの作業があります。
まず、田んぼにトラクターをかけて土を起こします。肥料をまいて、またトラクターをかけます。でも、今は肥料も毎年ねだんが上がっているそうです。その間にお米の種となるモミの芽を出し苗箱に植えます。植えたあとは毎日、水をあげて成長させます。今年は暑い日が続いたので苗の成長も早かったです。そして、約十五センチになったら田植えとなります。田植えの前には代かきと言って水がはられた田んぼにトラクターをかけます。これは苗が土に付きやすくするためだそうです。田植えは機械でしますが、ぼくもお手伝いをしています。苗箱をはこんだり、空になった苗箱を洗ったり、このときばかりはビショビショにぬれてしまいましたが、自分が食べるお米のためにがんばりました。
そのあとお父さんは毎日田んぼの水を確認に行っています。お米の成長には水やさんそが必要になります。水がちゃんと入っているかを見るのが大事だと聞きました。
また、田んぼの周りの草刈りも重要で時期には四回くらいする作業です。特に夏の暑い時期にやって、汗びっしょりで息を切らして帰ってくる姿を見ているので苦労がよくわかります。
田植え後、約四か月が経ちいねかりとなります。
このようにお父さんは、おいしいお米を作るために苦労していますが、自分が手がけたお米を食べてくれる家族のために楽しくやっていて、「もっと若い人にお米づくりの楽しさを知ってもらいたい」と言っていました。ぼくは、お父さんもまだまだ周りから見れば若い方だと思います。
お米のねだんが高いのもお父さんのように苦労して作る人がへっているからだと思います。それにさまざまな材料のねだんがあがっているからです。お米を買う人は安い方がいいとは思いますが、作っている人の苦労も知ってほしいです。
最後に、お父さんおいしいお米を作ってくれてありがとう。お母さんお米に合うおいしいおかずを作ってくれてありがとう。お家のごはんが世界一です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

